
気仙沼市内湾地区の気仙沼市内湾地区の
国登録文化財群復旧プロジェクト国登録文化財群復旧プロジェクト
～市民団体の連携で繋ぐ復旧・活用の支援ネットワーク～～市民団体の連携で繋ぐ復旧・活用の支援ネットワーク～

事業者：一般社団法人事業者：一般社団法人 気仙沼風待ち復興検討会気仙沼風待ち復興検討会
対対 象：気仙沼市内湾地区（風待ち地区）の被災した国登録文化財群象：気仙沼市内湾地区（風待ち地区）の被災した国登録文化財群
※※「風待ち」とは、かつて港を「風待ち」とは、かつて港を出る出る帆船が船出に適した風を待ったためこう呼ばれる帆船が船出に適した風を待ったためこう呼ばれる



事業の背景事業の背景

東日本大震災で風待ち地区の国登録文化財群が破損

「風待ち復興検討会」設立
国登録文化財群の保存活用計画策定

SOC基金の支援を受け修復支援

復興まちづくりに寄与する
モニターツアー等の企画運営

風待ち地区の歴史的建造物の分布図

 こうした活動の中で検討会と様々な団体との連携がこうした活動の中で検討会と様々な団体との連携が誕生誕生
 一方で本格復旧に向けて更なる支援が必要一方で本格復旧に向けて更なる支援が必要
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事業の目的事業の目的

国登録文化財群のさらなる
復旧・復旧マネジメント

そのための様々なレベルの
住民ネットワークの構築と活用

一関一関、、千厩千厩、、気仙沼の住民団体の連携による気仙沼の住民団体の連携による
「「モニターツアーモニターツアー」」継続継続

全国の市民団体と連携した全国の市民団体と連携した「「パネル展パネル展」」開催に開催に
よる情報発信よる情報発信、、気運醸成気運醸成
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事業の内容事業の内容
（１）近隣住民団体の連携による歴史文化ツアーの実施（１）近隣住民団体の連携による歴史文化ツアーの実施

東西歴史街道沿いの一関、千厩、気仙沼において東西歴史街道沿いの一関、千厩、気仙沼において
歴史文化資源の活用に取り組む住民団体が連携し歴史文化資源の活用に取り組む住民団体が連携し

モニターツアーモニターツアーをを実施実施するするためのツールためのツールやや体制などについて協議体制などについて協議

１）１）「「東西街道連携協議会東西街道連携協議会」」の設立の設立／／持続的ツアー実施の体制づくり持続的ツアー実施の体制づくり

住民団体住民団体
• 世嬉の一酒造株式会社（一関）
• 千厩まちづくり株式会社（千厩）
• 蔵サポーターの会（千厩）
• 一般社団法人気仙沼風待ち復興検討会（気仙沼）

• 気仙沼観光コンベンション協会

オブザーバー（予定含む）
• 一関市商業観光課
• 一関市千厩支所産業経済課
• 気仙沼市教育委員会生涯学習課
• 気仙沼市観光課
• 北海道大学観光学高等研究センター 上：東西歴史街道マップ

左：東西街道連携協議会の様子
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事業の内容事業の内容
（１）近隣住民団体の連携による歴史文化ツアーの実施（１）近隣住民団体の連携による歴史文化ツアーの実施

昨年度の有志によるモニター昨年度の有志によるモニターツアー開催ツアー開催から発展しから発展し
一般公募の一般公募のモニターモニターツアーを実施ツアーを実施

９/７気仙沼国登録文化財見学：参加４１名 ／ ９/８気仙沼～一関見学：参加３２名
参加費：5,000円

２）一般公募による本格的ツアーの実施２）一般公募による本格的ツアーの実施（（9/69/6宮城大会宮城大会第一部第一部と連携と連携し開催）し開催）

・国登録有形文化財見学③世嬉の一酒造見学 ・国登録有形文化財見学
・応急修理映像上映

①気仙沼街道見学

②千厩さけの蔵交流施設（旧佐藤家
住宅）、せんまや街角資料館、千厩の
町並みなど見学
※地元ガイドとの千厩ランチ

③世嬉の一酒造見学
※オプションで名物もち御
膳や地ビールの食事

世嬉の一酒造

所有者による解説 上映会（男山本店店舗）

千厩さけの蔵交流施設見学 気仙沼街道 国登録有形文化財見学
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事業の内容事業の内容
（（２２）全国の市民団体との連携による）全国の市民団体との連携による

被災文化遺産の被災と復旧を伝える巡回パネル被災文化遺産の被災と復旧を伝える巡回パネル展示展示

 全国全国に文化遺産復旧のに文化遺産復旧の情報情報をを発信し復旧支援に向けた関心を発信し復旧支援に向けた関心を
高めるため高めるためパネルをパネルを作成作成

 風待ち地区に留まらず宮城県内の文化遺産について筑波大学と風待ち地区に留まらず宮城県内の文化遺産について筑波大学と
東京藝術大学の学生に取材を依頼し作成東京藝術大学の学生に取材を依頼し作成

１）パネルの作成１）パネルの作成

東京藝術大学の学生に取材を依頼し作成東京藝術大学の学生に取材を依頼し作成

 とくに地元の住民の声とくに地元の住民の声（（文化遺産復旧が地域を元気づけている文化遺産復旧が地域を元気づけている））
を中心に取材を中心に取材
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事業の内容事業の内容
（（２２）全国の市民団体との連携による）全国の市民団体との連携による

被災文化遺産の被災と復旧を伝える巡回パネル被災文化遺産の被災と復旧を伝える巡回パネル展示展示

当初都内３当初都内３かか所の実施予定が所の実施予定が
全国から展示希望が集まり全国から展示希望が集まり８か８か所実施所実施（予定含む）（予定含む）

２）全国巡回展の実施２）全国巡回展の実施

①谷中（旧平櫛田中邸）

④気仙沼
（イオン気仙沼店）
11/15～17 ★★

①谷中（旧平櫛田中邸）
10/5～10
芸工展の行事として
NPO法人たいとう歴史都市研究会

②神楽坂（森戸記念館）
10/19～25
神楽坂まちとびフェスタの行事として
NPO法人粋なまちづくり倶楽部

③駒場（旧前田侯爵邸洋館）
文化財ウィークの行事として
10/26～11/4

11/15～17

⑥蒲原（旧五十嵐歯科医院）
3/1～23 旧五十嵐邸を考える会

⑤札幌（チカホ）
2/19～25
ＮＰＯ法人歴史的地
域資産研究機構

予定
⑦小樽（小樽市総合博物館（重文））
⑧函館（函館市地域交流まちづくりセンター）

★★

★★

★★

★★

★★
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事業の内容事業の内容
（３）関連団体との協力による国登録文化財群の復旧・活用促進（３）関連団体との協力による国登録文化財群の復旧・活用促進

 募金活動の実施募金活動の実施（（札幌チカホ札幌チカホ、、旧旧五十嵐五十嵐歯科医院歯科医院（（静岡静岡））、、風待風待
ちちの会の会（（佐渡佐渡））、、都内各団体都内各団体））

 募金ポスターや絵はがき募金ポスターや絵はがきの作成の作成

 市民向け報告会の開催市民向け報告会の開催（（予定予定））

 まちづくり団体と連携した文化財復旧と周辺市街地再建の検討まちづくり団体と連携した文化財復旧と周辺市街地再建の検討

左 ：佐渡「どんちゃん祭り」にて募金活動協力
中央：募金ポスター
右 ：絵はがき
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事業の成果事業の成果

保存活用計画に基づく復旧の促進保存活用計画に基づく復旧の促進
⇒⇒小野健小野健商店商店土蔵土蔵、、三事堂三事堂ささささ木店舗の木店舗の復旧復旧（（予定予定））
⇒⇒角星角星店舗の店舗の復旧復旧およびおよび周辺市街地の一体的整備の検討周辺市街地の一体的整備の検討

 「「東西街道連携協議会東西街道連携協議会」」によるツアー実施体制の整備によるツアー実施体制の整備

パネルパネル巡回巡回展を契機とした全国の住民団体とのネットワー展を契機とした全国の住民団体とのネットワー
クの形成クの形成

風待ちの風待ちの国国登録文化財群や文化遺産登録文化財群や文化遺産へのへの関心の高まり関心の高まり

風待ちの活動に対する支援の増進風待ちの活動に対する支援の増進

募金総額募金総額：約８万円：約８万円
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事業実施後の課題事業実施後の課題

 活動の拡大に伴う事務局機能の充実が遅れた活動の拡大に伴う事務局機能の充実が遅れた
⇒⇒活動内容に伴う会の体制充実、事務局整備が当面の課題活動内容に伴う会の体制充実、事務局整備が当面の課題

今後の展望今後の展望今後の展望今後の展望

 保存活用計画に基づく復旧・活用の推進保存活用計画に基づく復旧・活用の推進
（（土地区画整理事業の進捗に基づき工程表を変更土地区画整理事業の進捗に基づき工程表を変更））

 地域の関心の高まりに応えた復興に寄与する活用方策の検討地域の関心の高まりに応えた復興に寄与する活用方策の検討・・実践実践

 これまでの取り組みでこれまでの取り組みで生み出された住民団体ネットワークの活用生み出された住民団体ネットワークの活用
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